
在宅医療・介護連携推進事業の進捗状況 H28.6.27　佐倉市在宅医療・介護連絡会議

【事業の目的】 介護保険法第115条の45第2項第4号

【実施すべき事業項目】 進捗状況と課題（◎実施済み、○検討中、△未実施）

（ア）医療・介護の資源を把握し、リストを作成、連携に活用する 情報収集した内容を整理し「冊子を作成」「公表システムへの入力」

（イ）在宅医療・介護連携の会議を開催し、課題の抽出と対応策を検討する 会議・メーリングリストに加え、ワーキンググループ（ＷＧ）の設置

（ウ）切れ目のない在宅医療・介護の提供に向けた具体的取組の企画・立案 退院から在宅復帰の流れが円滑に進むよう関係者との連携調整　等

（エ）情報共有の手順等を定めた情報共有ツールの整備

（オ）地域の医療・介護連携を支援する人材の配置と関係者からの相談受付 どこにどんな人材を配置し、どんな役割を担うかの検討

（カ）医療介護関係者を対象とした多職種連携研修 多職種が一堂に会し、グループワークできる場の継続開催

（キ）地域住民への在宅医療・介護連携の理解を促進 市民向け講座や啓発パンフレットの作成の検討

（ク）在宅医療・介護連携で広域連携が必要な事項の協議 印旛管内の市町村・関係機関と県・保健所を含めた会議の開催

【事業項目と実施スケジュール】（案）

（ア）資源把握、リスト作成
公表情報の整理 結果の公表 公表結果の更新 公表結果の更新

（イ）在宅医療・介護連絡会議
定期的な会議、メーリングリストによる情報交換

（ウ）切れ目のない連携への取組
病院退院調整担当者との連携会議

（エ）情報共有ツールの整備
情報共有ツールの目的・使用方法の検討・関係者への周知・説明会

（オ）連携人材の配置と相談受付
連携センターを中心とした医療・介護の連携強化、市民への啓発

（カ）多職種連携研修
研修の目的・内容の検討・周知・研修開催

（キ）地域住民への啓発
周知の目的（目標）、内容の検討・講座の開催　

（ク）広域連携
計画に沿った普及イベントの開催・広報活動

さくらパスのような関係者間の連携シートや在宅療養している本人や家
族も活用することができる連携ノートが必要かの検討

◎

○

◎

○

○

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、在宅医療と介護
を一体的に提供するために、医療介護関係者の連携を推進する。
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◎

○
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